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東北地方太平洋沖地震，熊本地震時には乳幼児，高齢者，障がい者等の災害時要配慮者が多数被災した．

また被災地外からの物資供給が遅れ，指定避難所内には十分な備蓄もされていなかったため困難に見舞わ

れる事例が多数発生した．本研究では，要配慮者の中でも特に自己判断能力がなく，第 3 者による支援が

必須な乳幼児に着目し，指定避難所に避難する乳幼児数，食料・紙おむつ等の必要物資量を推計すること，

また，各家庭内での乳幼児用備蓄の実態及び災害意識の把握を目的とする．本研究における分析を通して，

災害時に各避難所へ避難する乳幼児の数及び乳幼児に必要な物資の量・質を明らかにし，合わせて家庭内

での乳幼児用備蓄と災害意識を把握することができた． 
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1. 本研究の背景と目的 

 

(1) 本研究の背景 

我が国で近年頻発する大規模地震災害時には，乳幼児，

高齢者，障がい者などの災害時要配慮者の人的被害が大

きいことが知られている．東北地方太平洋沖地震，熊本

地震時には，通信環境の一時的途絶，道路ネットワーク

の断絶などにより被災地外からの支援物資供給に遅れが

見られ，被災地内の要配慮者のニーズに適切に応えるこ

とができず，困難を強いられたケースが存在した 1)．特

に，要配慮者の中でも「乳幼児」は自己の判断能力に乏

しく，身体的に虚弱であることから，特別な配慮が求め

られる 2)．また，離乳食・幼児食，ミルク，おむつ等，

乳幼児のみに必要な物資が求められるため，災害時にお

いて必要な乳幼児向け物資の量・質の検討を事前に行う

ことが必要であると考える．また，前述したように，大

規模地震災害が発生した際には，被災地外からの物資の

供給に遅れが発生することが想定される．したがって，

被災地外からの物資供給が行われるまでの期間内は，被

災地内で乳幼児に必要な物資を備蓄などでまかなう必要

がある．このように，支援物資の供給が機能しない状況

下では，避難所の備蓄に頼ることになるため，備蓄して

おくべき物資量をあらかじめ明らかにしておくことは重

要である． 

 

(2) 本研究の目的 

災害時における乳幼児の食料，おむつ等の必要備蓄の

量・質に関する検討の必要性を踏まえ，本研究では，石

川県金沢市を対象地域とし，森本・富樫断層帯で発生す

る地震を想定して，金沢市内の各指定避難所へ避難する

乳幼児数を推計する．また，指定避難所内で備えるべき

備蓄の量・質に関する検討を行う．本分析では，指定避

難所内で備えるべき備蓄の「質」とは，紙オムツ，おし

りふき，ミルク，ベビーフード等，災害時において乳幼

児に必要な物品の「種類」と捉える．使用するデータ，

分析の手法の詳細については後述するが，本研究におけ

る分析では，はじめに自治体より提供された住民基本台

帳から，年齢別（0～4歳の1歳ごと）の人口分布を把握

する．そして，金沢市内の指定避難所に避難する乳幼児

数の推計を行う．この際，乳幼児の避難者は，商圏分析

などで広く用いられているボロノイ分割 3)を使用して，

各指定避難所へ避難すると想定される領域を算出した後，

面積按分によって推計する．実際の地震災害時には，各

地域が見舞われる計測震度によって避難の可否が決定さ
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れると仮定し，以下の 2ケースで乳幼児の避難者数を推

計する． 

 計測震度に依らず，乳幼児の全数が避難するケ

ース（Case.1） 

 震度 6強以上に見舞われた町字の乳幼児が避難す

るケース（Case.2） 

 そして，0～4 歳の乳幼児について年齢ごとに必要な

物資を選定し，これを各ケースの乳幼児避難者数と掛け

合わせることにより，Case.1，Case.2における指定避難所

の必要備蓄量を推計する． 

 また，指定避難所内の備蓄だけでは賄いきれない部分

について，石川県金沢市の 0~4歳の子供を持つ親に対し

てアンケート調査を行う．家庭内の備蓄の実態を把握し，

避難所にどういった状況で避難するかなどの災害意識に

ついても調査する． 

 

 

2. 既往研究の整理と本研究の位置づけ 

 

本研究を進めるにあたり，避難人数の推計に関する研

究と災害時の乳幼児に関する研究の 2つの視点から既往

研究の整理を行い，本研究の位置づけを行う． 

 

(1)  避難人数の推計に関する研究  

災害時における避難人数に関する研究は，多数存在す

る． 

吉永ら 4)は，東京都内の，避難場所への予想避難人口

の収容可能人口に対する評価を「すべての人が直線距離

で最寄りの避難場所に避難する」という前提を下にボロ

ノイ分割図を用いて行った．結果として，東京都内にお

ける避難者が溢れる避難場所の分布を明らかにした． 

 村尾ら 5)は，川崎市を対象として，人口特性を考慮し

た，より適切な備蓄物資配分計画を提案することを目的

とし，避難所圏域人ロを考慮した備蓄物資均等配分量を

分析した．その結果，乾パン，粉ミルクは限られた箇所

にしか備蓄されていない等の備蓄の偏りが存在すること

や備蓄の総量が不足する箇所の存在が明らかとなり，備

蓄箇所を増加し，再配置する必要が示された． 

 酒井ら 6)は，石川県小松市を対象に，国民保険デー

タベースを活用して，避難行動要支援者が「どのような

地域に何人生活しているか」の詳細な把握と避難所への

避難可能性の分析を行った．その結果，小松市の中心市

街地は震度 6以上の揺れに見舞われ，地域によっては約

300 人の避難行動要支援者が被災する可能性が高いこと

が明らかとなった．また，中心市街地では，福祉避難所

へ避難可能な要支援者が多く，避難所のキャパシティを

超える一方で，郊外では，指定避難所まで到達できない

要支援者が多いことが明らかとなった． 

 

(2)  災害時における乳幼児に着目した研究 

災害時の乳幼児に関する研究についても多数存在する． 

松澤ら 7)は，東日本大震災を経験した通園している乳

幼児の母親の災害への「備え」の現状を明らかにするこ

とを目的に，認定こども園・公立保育園に通う乳幼児の

母親に対するアンケート調査を行った．その結果，9 割

以上の母親が災害に対して「備え」を実践し，その内容

としては，水や食料，懐中電灯等の備蓄が多い一方，子

供や保育園との連絡方法等の備えは少ないことが得られ

た．また災害に対してより備えていた母親はそれ以外の

母親と比較し，備えるべきという認識が高かった．以上

より，家庭内の連絡方法等の「備え」の行動化に向けた

保護者と子どもへの防災教育等の方策の必要性が示唆さ

れた． 

河野ら 8)は，ライフラインが使用不可能な災害時にお

ける子供の食生活の実態を把握することを目的に，新潟

県中越地震時の中心被災地である小千谷市を対象に，当

時の子供たちの食生活の実情に関するアンケート調査を

行った．結果として，自宅や自宅周囲に避難した者のう

ち多くが自宅の保存食を食べていたことや自宅周囲に避

難した者の一部は救援物資を利用していたことなどが明

らかとなった． 

森崎ら 9)は，保護者が園児の食料を自ら調達する「防

災リュック」について，防災リュックの中身に関して，

質・量について 3年間の変化と準備する際の不安点など

の意識構造を明らかにした．結果として，防災リュック

の中身を通した保護者の防災意識の変化，準備意識を把

握し，防災リュックの実装に向けた有用性が示された． 

 

(3) 本研究の位置づけ 

本章(1)にて整理した既往研究では，各避難所に避難

する避難者数の推計を行い，備蓄物資の配分や避難所の

キャパシティの不足に対する分析は行われているが，乳

幼児の避難や必要となる物資に焦点を当てた研究は行わ

れていない．また，本章(2) にて整理した既往研究では，

災害時における乳幼児の食生活の実態把握や備えに関す

る研究は行われているが，アンケート調査を用いた，家

庭内の備蓄量の実態を明らかにする研究は行われていな

い． 

 以上より，本研究ではボロノイ分割図を用いた面積按

分に加えて「地震動予測地図データ」による，より現実

的な避難者数の推計を用いて必要物資量を算出する．ま

た，避難所内で賄いきれない分の家庭内の備蓄の実態を

アンケート調査によって明らかにすることを目的とする．

本研究は以上の点から新規性があり，今後の避難所内の

備蓄計画の作成の際に参考となる可能性が考えられる． 
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3. 石川県金沢市の概要と乳幼児の全体分布 

 

 本章では分析対象とする石川県金沢市で想定される地

震動，指定避難所の分布，乳幼児人口の分布を把握する． 

 

(1) 分析対象地・石川県金沢市の概要 

石川県金沢市は，金沢所や兼六園，東茶屋街などの歴

史的建造物，まちなみなど観光名所が並んでいる．人口

は460,379人（令和4年6月1日時点），世帯数は210,250

世帯であり，面積は 468.64km2 である．また，年少人口

の割合は年々減少傾向にある．また，石川県金沢市で想

定される地震としては，森本・富樫断層で発生するもの

がある．  

 

(2) 乳幼児の全体分布 

石川県金沢市から提供していただいた「住民基本台帳

データ」によると令和 4年 4月時点では金沢市における

乳幼児（本研究では 0~4歳と設定）数は 16,540人である．

また，町字別の乳幼児の数は図-1に示すように，沿岸部

から金沢市中央部にかけて多くなっており，山間部に行

くほど少なくなっていることがわかる．また，金沢市の

面積の半分以上を占める町字で，乳幼児の数が最も低い

階級の 0~10人であり偏りが出ていることがわかる． 

 

 

 
4. 指定避難所における乳幼児数と必要物資に関

する分析の流れ 

  

本研究では，石川県金沢市の「国土数値情報データ」，

「地震予測地図データ」，市から提供していただいた

「住民基本台帳データ」を用いて避難所内の備蓄してお

くべき，乳幼児に関する必要物資量を推計する． 

また，指定避難所に避難する乳幼児数，乳幼児に必要

な物資の量・質を明らかにすることから，以下の 3つの

手順を踏まえて分析を実施する． 

Ⅰ．年齢ごとに必要な物資の選定 

Ⅱ．各避難所に避難する乳幼児数の推計 

Ⅲ．必要な物資量の推計 

 

(1) 年齢ごとに必要な物資の選定 

 本研究の対象年齢である 0~4歳は年齢ごとに必要な物

資が大きく変化する時期である．よって各年齢で別々の

必要物資を選定する必要がある．Karleen D Gribbleら 10)の

研究と桧垣 11)の研究を参考にし各年齢の必要物資を表-1

のように選定した．液体ミルクとベビーフードは 0歳と

1歳，ベビーボーロ，おむつ，お尻ふきは 0~2歳，幼児

職は 2歳，スナックは 1~4歳が対象年齢となっている． 

 

(2) 各避難所に避難する乳幼児数の推計  

 初めに国土数値情報データ 12)の避難所の位置情報デー

タから，GIS 上に避難所の分布をプロットする．第 2 章

で整理した既往研究と同様に「すべての人が直線距離で

最寄りの避難所に避難する」ということを前提に，避難

所圏域をボロノイ分割図で表した． 

 図-2は金沢市を石川県全体の避難所でボロノイ分割し

たものである．ボロノイ分割図内の各町字の面積割合と

住民基本台帳から算出した各町字の 0~4 歳の人口を掛け

合わせることによって各避難所に避難する可能性のある

乳幼児数の最大値を算出し，これをCase1とする． 

Case1 では金沢市内の 0~4 歳が地震発生時に全員避難

する場合を示している．そこで，J-SHIS13)の「地震予測

地図データ」の，森本・富樫断層による地震発生時の予

想震度を用いることで，現実的な避難者数を算出したも

のを Case2 とする．具体的には，震度 6強以上に 1メッ

シュでも見舞われた町字の乳幼児のみを避難させること

とした． 

Case1 では金沢市内の 0~4 歳が地震発生時に全員避難す

る場合を示している．そこで，J-SHIS13)の「地震予測地

図データ」の，森本・富樫断層による地震発生時の予想

震度を用いることで，現実的な避難者数を算出したもの

を Case2 とする．具体的には，震度 6強以上に 1メッシ

ュでも見舞われた町字の乳幼児のみを避難させることと

した． 

 

 

図-1 乳幼児人口の町字毎の分布  

 

表-1 各年齢の必要物資  

 

©

´

0 4.5 9 13.5 182.25
km

©
0 1 2 3 40.5

km

金沢駅

金沢城公園

0～10人
0~4歳の乳幼児数

11～26人

27～47人

48～85人

86～160人

液体ミルク ベビーフード ベビーボーロ 幼児食 スナック おむつ お尻ふき

0歳 ○ ○ ○ ○ ○

1歳 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2歳 ○ ○ ○ ○ ○

3歳 ○

4歳 ○
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(3) 必要物資量の推計 

 (1)で選定した各年齢ごとの必要物資（3 日分）と，

(2)で定義した Case1，Case2 の乳幼児避難者数を掛け合

わせることによって，必要物資量を推計する．各物資の

3日分の物資量を表-2に示す．必要物資量の3日分という

のは，外部からの支援物資に頼れるようになるまでに最

低限耐えなければならない日数である．また，表-2 に示

した物資の量に関しては，前述の(1)と同様に Karleen D 

Gribbleら 10)の研究と桧垣 11)の研究を参考にした．必要な

物資量に関しては 1日に飲む回数の多い液体ミルクと，

排せつのたびに替えなければならないおむつを多く設定

した． 

 

 

5. 指定避難所における乳幼児数と必要物資に関

する分析結果 

 

(1) 避難する乳幼児の数と必要物資量の全体像 

 Case1およびCase2において，金沢市の指定避難所に避

難すると推計された乳幼児の総数を図-3に，必要物資量

の総数を表-3に示す．図-3より，各年齢別の推計避難者

数は 4 歳児が最も多く，0 歳児が最も少ないことが確認

された．また，震度 6強以上に見舞われた際の乳幼児に

おける推計避難者数（Case2）は地震の発生を想定して

いない場合（Case1）の8割程度であることが明らかとな

った．加えて，表-3より，物資量についても乳幼児にお

ける推計避難者数と同様に，すべての物資において

Case2はCase1の 8割程度となり，また， 3日あたりの必

要量の多い液体ミルクとおむつの必要量がそれぞれ

93,814缶，227,342枚であり膨大な量を要することが明ら

かとなった．ベビーフード，幼児食については栄養のバ

ランスを考えて，ベビーフードは 6種で 1セット，幼児

食は 8種で 1セットとしたため，表-3の数値よりも実際 

量は多くなっている．ベビーボーロについては 1 袋で 3

日分としたため一番少なくなっている．また，各指定避

難所に避難する乳幼児の数および各必要物資の量につい

ても算出することができたが，紙面の都合上割愛する． 

 

 

6. 各家庭の乳幼児用備蓄の実態と災害意識に関

するアンケート調査結果  

 

(1) Webアンケートの概要 

 アンケートの実施日時は 2022年 9月 15日とし，調査

対象者を 0~5 歳の乳幼児を持つ親と設定した．本アンケ

ート調査は，家庭内における備蓄の実態を把握すること，

備蓄に関わる災害意識等について明らかにすることを目

的として実施した．（表-4） 

 

図-2 ボロノイ分割図の例  

 
表-2 [Case1] 乳幼児に必要な物資（3日分）10) 

 

 

 
図-3 年齢別乳幼児の総避難者数の推計結果 

 

表-3 必要物資量の推計結果 

 

物資名 必要量（3日あたり）

液体ミルク 15缶

ベビーフード（6種） 6セット

ベビーボーロ 3袋

幼児食（8種） 3セット

スナック 3セット

おむつ 24枚

おしりふき 1パック

3052 3202 3219
3455

3689

2363
2535 2493

2708

1341

0

1000

2000

3000

4000

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

推
計
避
難
者
数
（
人
）

case.1 case.2

必要物資 case.1 case.2
液体ミルク（缶） 93814 73470

ベビーフード（6種1セット） 37527 29387
ベビーボーロ（袋） 9477 7393
幼児食（8種1セット） 9659 7482
スナック（5袋1セット） 13575 9081

おむつ（枚） 227342 177401
お尻ふき（パック） 9477 7393
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(2) アンケート調査の基礎集計結果 

本アンケート調査における回答者の子ども（乳幼児）

の各年齢別人数は 0歳が 3人，1歳が 4人，2歳が 2人，

3歳が 0人，4歳が 1人，5歳が 3人となった（図-4）．

アンケート調査の結果，各物資を備蓄しているかについ

ての質問に「はい」と答えた割合は，ミルクは 16.7% ，

0~5歳用の食料は 66.7% ，0~5歳用のおやつは 66.7% ，お

むつは 100% ，おしりふきは 83.3%という結果となった

（表-5）．この結果，ミルク，おしりふきの備蓄量が低

い傾向が確認できる．一方，食料，おやつ，おむつ，に

ついては回答者の半数以上が備蓄していることが明らか

となった．  

また，0~5 歳の乳幼児と一緒に避難することを想定し

たときに不安となる点については表-6 に示すように，

「食料」，「移動」，「プライバシー」の大きく 3つに

分類できる．特にプライバシーに関する点は解決が難し

いものが多く課題が残る結果となった．避難所の備蓄の

充実度や，家庭内の備蓄状況によって避難するかどうか

の判断は変わるかについては「はい」と答えた割合が

85.7%という結果になった．避難所の備蓄状況や家庭内

の備蓄状況が，乳幼児の避難選択に影響を及ぼす可能性

が示唆された． 

 

 

7. まとめと今後の課題 

 

 本研究では，わが国での大規模地震発生時における要

配慮者の中でも，自己の判断能力に乏しく，身体的に虚

弱である乳幼児に焦点を当て，被災地外からの物資支援

が届くまでの期間を避難所内の備蓄でまかなうために必

要な物資量の算出と家庭内の備蓄の実態と災害意識の把

握を行った．対象地を石川県金沢市とし，避難する可能

性のある乳幼児の数と乳幼児向けの必要物資量を，規定

最大量（Case1）と計測震度を考慮した量（Case2）の 2

つのパターンで推計を行った．また，家庭内の備蓄の実

態と災害意識の把握については Web アンケートによる

調査で明らかにした．      

結果として，各避難所に避難してくる乳幼児の数を推

計することができ，そこから必要物資量を算出すること

が可能となった．現存する指定避難所内の備蓄量につい

て検討するには，より高度な分析が必要であり，今後は

到達圏解析などのより正確に推計を行うことが可能な手

法での追加の分析，調査を行っていくことで現存する指

定避難所内の備蓄量を検討していく．また，今後，金沢

市における備蓄品の現存量，種類を自治体へのヒアリン

表-4 Webアンケートの概要 

 

 

 

図-4 アンケート対象である乳幼児の年齢別の人数 

 

表-5 乳幼児に必要な各物資の備蓄状況（N=14） 

 

 

表-6 避難時に不安となる要因の一覧 

 

 

 

図-5 備蓄状況が及ぼす避難の判断についての集計結果 

 

調査対象者 家庭内における備蓄の実態と各家庭の災害意識の把握

アンケートの手法 Webアンケート

アンケート配布日時 9月15日

アンケートの目的
・各家庭の乳幼児用備蓄の実態把握
・各家庭の災害意識の把握

0

1

2

3

4

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

人
数

年齢

ミルク
はい 16.7%

いいえ 83.3%

0~5歳用の食料
はい 66.7%

いいえ 33.3%

0~5歳用のおやつ
はい 66.7%

いいえ 33.3%

おむつ
はい 100%

いいえ 0%

おしりふき
はい 16.7%

いいえ 83.3%

不安となる要因 回答者からの意見

食料
・ご飯を食べてくれるかが心配

・避難先に食料が十分にあるかが心配

移動
・子供に必要なものを持って出るのが大変

・子供をおんぶしていかなければならないので危険

プライバシー
・鳴き声などで他人に迷惑を掛けないか心配

・授乳スペースなどが用意されていないと授乳できない

85.7% 14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難所の備蓄の充実度や家庭内の備蓄状況によって

避難するかどうかの判断は変わりますか

はい いいえ
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グ調査により明らかにし，本研究で得られた分析結果と

比較するとともに，指定避難所内の備蓄品の充実化，最

適化に向けた政策的検討を行っていく． 

今回のアンケート調査によって基礎的ではあるものの

家庭内の各物資の備蓄量を把握することができ，また，

親が乳幼児と避難する際に不安な点，避難するか否かの

判断は避難所の備蓄の充実度に左右される可能性がある

ことなどが新たに明らかとなった． 
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